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川崎市農業生産振興対策事業要綱 

最新改正 ５川経農技第１９号（市長決裁） 

最新改正：令和３年４月１日（経済労働局長専決） 

（目的） 

第１条 この要綱は営農意欲の強い農業経営者を確保し、生産緑地地区内及び市街化

調整区域内に存する農地の高度利用及び多様な営農展開を促進することにより、農

業経営の安定を推進するとともに、都市における農地等の適正な保全を図ることを

目的とする。 

（補助対象者の要件） 

第２条 次の各号のいずれかに該当する市内の農地について使用収益権を有する農業

経営体（農産物の生産を行うか若しくは委託を受けて農作業を行う個人経営体又は

法人経営体をいう。）、農業経営体で組織された団体又は農業協同組合で、第３条

各号に規定するいずれかの事業を実施するものを対象とする。ただし、第３条第１

号エ又はオの事業を実施するものについては、事業開始前までに農地の使用収益権

を有することが見込まれる農業経営体も含むものとする。 

 (1) 生産緑地地区内（特定生産緑地指定農地及び生産緑地地区の指定申出を行い

指定見込の農地を含む。以下「生産緑地地区指定農地等」という。） 

 (2) 市街化調整区域内 

２ 前項の規定にかかわらず、川崎市暴力団排除条例第８条の規定に基づき、交付申

請者が暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律

第７７号。以下「法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員をいう。）に該

当する場合、又は次の各号のいずれかに該当する場合は補助の対象としない。 

 (1) 暴力団（法第２条第２号に規定する暴力団をいう。） 

(2) 法人にあっては、代表者又は役員のうちに暴力団員に該当する者があるもの。 

(3) 法人格を持たない団体にあっては、代表者が暴力団員に該当するもの。 

（対象事業） 

第３条 第１条の目的を達成するために、次に掲げる事業を補助対象事業とする。な

お、詳細は別表に定める。 

 (1) 農業施設整備事業 

   ア 園芸施設等の設置 
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   イ 多目的防災網等の設置 

   ウ 農産物加工施設等の設置 

   エ 雇用就農促進のための園芸施設等の設置 

   オ 新規就農促進のためのほ場整備 

(2) 農業機械等整備事業 

ア 農業機械等の共同利用のための導入 

イ 予冷庫・保冷庫の設置 

ウ 農業用施設の改良 

エ 省エネルギー型加温設備等の導入 

（3）その他目的達成に必要な事業 

（補助金の限度額と申請） 

第４条 市長は前条の事業実施に必要な経費として、別表の規定に基づき予算の範囲

内で補助するものとする。 

２ 前項の規定により算出した額に千円未満の端数が生じたときは、これを切り捨て

るものとする。 

３ 補助金の交付を受けようとする者は、川崎市農業生産振興対策事業補助金交付申

請書（第１号様式）及び誓約書兼同意書（第１号様式の２）に別表に定める書類を

添えて別に定める期間までに市長に提出しなければならない。 

３の２ 前項の補助金交付申請の名義は個人経営体にあっては世帯員のうち補助対象

物件を取得する者、法人経営体にあっては代表権を有する者とする。 

４ 補助金等の交付申請額が１，０００，０００円を超え、かつ補助事業等に係る工

事の発注、物品及び役務の調達等の金額が１件あたり１，０００，０００円を超え

るものがある場合は、市内中小企業者（川崎市補助金等の交付に関する規則（平成

13 年３月 21 日規則第７号）第５条第２項にいう中小企業者。以下同じ。）により

入札を行い、又は２者以上の市内中小企業者から見積書の徴収を行わなければなら

ない。ただし、市内中小企業者による入札又は２者以上の市内中小企業者から見積

りを徴収し難い事由がある場合は、入札（見積り）が行えないことに係る理由書

（第２号様式）を提出するものとし、市内中小企業者以外のみ、又は含めた上での

入札又は原則として２者以上の見積りの徴収を行うものとする。 

５ 前項の規定に該当し、市内中小企業者から見積書を徴収する場合は、市内中小企
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業者であることの誓約書（第３号様式）を提出させるものとする。ただし、見積書

を徴収した者が次の各号のいずれかに該当する場合は誓約書の提出を要さない。  

(1) 川崎市の競争入札参加資格者有資格者名簿に登載され地域区分が市内かつ企業

規模が中小として登載されている者 

(2) 補助金の交付申請者に対して直近の４月１日以降に記載内容（住所、商号又は

名称、代表者職氏名、資本金の額、職員総数）に変更がない誓約書を提出した者  

（補助金交付の決定） 

第５条 市長は、補助金の交付の申請があったときは、必要な調査を行い、適正と認

めたものについては、補助金の交付を決定し、川崎市農業生産振興対策事業補助金

交付決定通知書（第４号様式）により申請者に通知するものとする。 

 （交付決定の取消し等） 

第６条 市長は、前条の規定により交付の決定を受けた者（以下「補助事業者」とい

う。）が、次の各号のいずれかに該当するときは、交付決定を取り消し、又は既に

交付した補助金の全部若しくは一部を返還させることができる。 

(1) 偽り、その他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

(2) 補助金を補助事業以外の他の用途に使用したとき。 

(3) 補助金の交付を受けるまでに第２条第 1 項に定める要件を欠くことになったと

き。 

(4) 第２条第２項の規定に該当するとき。 

(5) 生産緑地地区指定農地等の指定申出中に交付決定を受けたが、補助事業実施年

度内に指定されなかったとき。 

(6) 第４条又は第８条の規定に違反したとき。 

(7) 補助金の交付決定の内容、又はこれに付した条件、その他法律等に基づき市長

が行った指示、若しくは命令に違反したとき。 

 （事業の変更又は廃止） 

第７条 補助事業者は事業を変更又は廃止するときは、あらかじめ、川崎市農業生産

振興対策事業補助金交付変更申請書（第５号様式）により申請し、市長の承認を得

なければならない。 

２ 市長は、前項の申請があった場合において、変更又は廃止を承認したときは、川

崎市農業生産振興対策事業補助金変更交付決定通知書（第６号様式）により申請者



  

- 4 - 

 

に通知するものとする。 

 （完成届） 

第７条の２ 補助事業者は工事にあっては完成、資材の購入にあっては納品後、発注

者検査を行い、合格後、補助対象物件が引き渡された時は速やかに完成届（第６号

様式の２）により市長に届け出なければならない。 

（実績報告） 

第８条 補助事業者は、補助事業が完了したときは速やかに川崎市農業生産振興対策

事業実績報告書（第７号様式）に別表に定める書類を添えて市長に提出しなければ

ならない。 

２ 第４条第４項の規定に該当した場合、川崎市農業生産振興対策事業発注実績報告

書（第８号様式）を前項の実績報告書とともに提出しなければならない。なお、当

該発注実績報告書には、記載されている発注実績に関する証拠書類等を添付するも

のとする。 

（補助金額の確定） 

第９条 市長は、実績報告書の提出を受けた後、速やかにその内容を審査し、適正で

あると認められるときは、補助金額を確定し、川崎市農業生産振興対策事業補助金

の確定について（第９号様式）により、補助事業者に通知するものとする。 

（補助金の請求及び交付） 

第１０条 補助事業者は、前条の確定通知書を受理した後、速やかに市長に補助金の

適正な請求書を提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の請求書に基づき、補助金を交付するものとする。  

（警察への照会） 

第１１条 市長は、必要に応じ補助申請者が、第２条第２項に該当するか否かを神奈

川県警察本部長に対して確認を行うことができる。ただし、当該確認のために個人

情報を神奈川県警察本部長に提供するときは、神奈川県警察本部長に対して当該確

認を行うことについて、当該個人情報の本人の同意を得るものとする。 

 （県の間接補助） 

第１２条 補助対象事業について、神奈川県都市農地保全支援事業の補助対象となる

場合（本市に補助金の配分が確実なものとして指示したものに限る。）は、補助申

請者は当該事業の申請に必要な書類を市長に提出しなければならない。なお、補助
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事業者は県の規定する交付条件等も遵守することとする。 

 （情報通信技術を使用した申請等） 

第１２条の２ 情報通信技術を使用して申請等（申請、届出又は報告をいう。）する

場合は、第１号様式の２（誓約書兼同意書）を除き、様式を用いないでインター

ネットに接続したパーソナルコンピュータ等で実行されているブラウザ上の別に定

める入力フォームに様式の記載事項を入力し送信することで申請等を行うことがで

きる。 

２ 前項の方法により申請等を行う場合、第１号様式の２（誓約書兼同意書）は持参

又は郵送により提出するものとする。 

（その他必要事項） 

第１３条 その他定めのない事項は、川崎市補助金等の交付に関する規則（平成 13

年規則第７号）によるものとする。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成５年３月３１日から施行する。 

（経過の措置） 

１ 昭和４９年１１月７日制定の川崎市農業生産緑地設置事業要綱は平成５年３月３

１日に廃止とする。ただし、旧要綱に基づき認可を受けた事業については、本要綱

に引き継ぐものとする。 

２ 平成４年４月１日以降に事業の認可を受けた事業のうち、第３条の (8)について

は、承認日に遡って本要綱を適用する。 

附 則 

この要綱は、平成８年６月６日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成９年８月２５日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１０年４月１６日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１１年１０月７日から施行する。 
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附 則 

この要綱は、平成１３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２３年９月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２４年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２４年１２月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２６年３月６日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２６年５月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２９年１１月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和元年６月２４日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和４年８月５日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和５年４月２４日から施行する。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
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別表 

１ 農業施設整備事業 

補助対象 補助対象の基準 経 費 補助率 提出書類 

ア 園芸施設等の設置 農業経営者又は農業経営者で組織された

団体がそ菜･花きの栽培又はしいたけ等の

原木育成等を行うための鉄骨造の園芸施設

等（温室その他のその内部で農作物を栽培

するための施設でその全体が被覆されてい

るプラスチックハウス及びガラス室並びに

しいたけ等の育成舎をいう。）を設置する

もので、設置面積が原則として 100 平方

メートル以上のものであること。 

 

また、設置場所が生産緑地地区内又は市

街化調整区域内にあること。 

園芸施設等の設置及び

省エネルギー装置の設

置に要する経費（消費

税相当額を除く。） 

 

※既存施設の撤去を伴

うものにあっては撤去

に要する経費を除く。 

 

30パーセント以内 

 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・公図の写し 

・見積書の写し 

（２者以上） 

・図面 

実績報告時 

・領収書等の写し 

イ 多目的防災網等の設置 農業経営者又は農業経営者で組織された

団体が気象等による農作物への被害を防ぐ

ための防災網、野鳥による食害等を防ぐた

めの防鳥網、又は農薬飛散防止のための防

薬網等を新規設置するものであること。 

 

また、設置場所が生産緑地地区内又は市

街化調整区域内にあること。 

多目的防災網等の設置

に要する経費（消費税

相当額を除く。） 

 

※既存施設の撤去を伴

うものにあっては撤去

に要する経費を除く。 

 

20パーセント以内 

 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・見積書の写し 

（２者以上） 

実績報告時 

・領収書等の写し 
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補助対象 補助対象の基準 経 費 補助率 提出書類 

ウ 農産物加工施設等の設

置 

農業経営者又は農業経営者で組織された

団体が、立地環境を活かして多様な営農展

開の推進及び都市農業経営の安定化を図る

ため、生産緑地法（昭和 49 年法律第 68

号）第８条第２項第２号に掲げる施設で国

土交通省令に定める基準に適合したもの

を、生産緑地地区内を含む土地に設置する

ものであること。 

施設及び当該施設に付

随する設備等の設置に

要する経費（消費税相

当額を除く。） 

 

※既存施設の撤去を伴

うものにあっては撤去

に要する経費を除く。 

 

30パーセント以内 

 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・公図の写し 

・見積書の写し 

（２者以上） 

・図面 

実績報告時 

・領収書等の写し 

エ 雇用就農促進のための

園芸施設等の設置 

農業法人が、園芸施設等を設置し、新た

に農作業に従事する者（農業法人の代表者

の親族（３親等以内）でない者）を雇用す

るもので、設置面積が原則として 100 平方

メートル以上のものであること。 

 

また、設置場所が生産緑地地区内又は市

街化調整区域内にあること。 

園芸施設等の設置（施

設の設置に必要なほ場

の整備を含む）及び省

エネルギー装置の設置

に要する経費（消費税

相当額を除く。） 

 

※既存施設の撤去を伴

うものにあっては撤去

に要する経費を除く。

ただし、農業法人の代

表者の親族でない者か

ら新たに農地の使用収

益権を取得して実施す

る場合はこの限りでは

ない。 

50パーセント以内 

 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・公図の写し 

・見積書の写し 

（２者以上） 

・図面 

・雇用計画書 

（第１号様式の

３） 

実績報告時 

・領収書等の写し 

雇用時 

・雇用したことを

証する書面 
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補助対象 補助対象の基準 経 費 補助率 提出書類 

オ 新規就農促進のための

ほ場整備 

本市認定新規就農者又は認定新規就農者

となることが見込まれる者が、親族（３親

等以内）でない者から新たに農地を借り受

けて、既存施設の撤去、樹木の伐採、耕う

ん、接道を確保するための整地を行い、農

業を開始し、開始後最低５年間継続するも

のであること。 

 

また、設置場所が生産緑地地区内又は市

街化調整区域内にあること。 

ほ場の整備に要する経

費（消費税相当額を除

く。） 

 

50パーセント以内 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・見積書の写し 

（２者以上） 

・営農計画書 

・認定新規就農者

であることを証

する書面 

実績報告時 

・領収書等の写し 

 

２ 農業機械等整備事業 

補助対象 補助対象の基準 経 費 補助率 提出書類 

ア 農業機械等の共同利用

のための導入 

３戸以上の農業経営者で組織された団体

が、農業機械等の効率利用を図るため共同

で導入し、この管理運営が行われる見込み

があること。 

農業機械等の導入経費

（消費税相当額を除

く。） 

40パーセント以内 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・見積書の写し 

（２者以上） 

・カタログ 

・団体規約 

・管理規程 

実績報告時 

・領収書等の写し 
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補助対象 補助対象の基準 経 費 補助率 提出書類 

イ 予冷庫・保冷庫の設置 農業経営者又は農業経営者で組織された

団体が予冷庫・保冷庫を導入し、この管理

運営が行われる見込みであること。 

 

機械、施設の導入経費

（消費税相当額を除

く。） 

40パーセント以内 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・見積書の写し 

（２者以上） 

・カタログ 

実績報告時 

・領収書等の写し 

ウ 農業用施設の改良 農業経営者又は農業経営者で組織された

団体が生産施設(農舎、ハウス、畜舎、果

樹棚等)の改良等、農業経営の効率化のた

めに農業用資材を購入するものであるこ

と。 

農業用資材の購入経費

（消費税相当額を除

く。） 

20パーセント以内 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・見積書の写し 

（２者以上） 

・カタログ 

実績報告時 

・領収書等の写し 

エ 省エネルギー型加温設

備等の導入 

施設園芸を営む農業経営者（法人である

農業経営体を含む。）が省エネルギー型加

温設備等を導入すること。 

次の設備の購入経費

（工事費及び消費税相

当額を除く。） 

・ヒートポンプを用い

た加温設備 

・排熱回収装置を用い

た加温設備 

・燃料電池 

・局所暖房 

・太陽熱温水器 

・蓄熱槽 

50パーセント以内 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

交付申請時 

・位置図 

・見積書の写し 

（２者以上） 

・カタログ 

実績報告時 

・領収書等の写し 
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３ その他目的達成に必要な事業 

補助対象 補助対象の基準 経 費 補助率 提出書類 

その他目的達成に必要な事業 農業協同組合若しくは農業経営者で組織

された団体又は農業経営者が行う事業で、

第１条の目的達成に必要な事業であるこ

と。 

事業に要する経費（消

費税相当額を除く。） 

予算の範囲内 

 

※第１２条に規定

する制度が活用で

きる場合、当該制

度に基づく補助額

を合算したうえで

執行することがで

きる。 

 

備考：提出書類の欄中、「見積書の写し（２者以上）」とあるのは、農業協同組合法に基づく農業協同組合又は全国農業協同組合連合会

（以下「農業協同組合等」という。）が行う共同購買事業により農業協同組合の組合員が供給を受ける場合は「協同組合等の見積書

の写し」と読み替えるものとする。その場合、共同購買事業による調達であること及び農業協同組合等が調達する相手方を記載する

ものとする。  
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（第１号様式） 

 

川崎市農業生産振興対策事業（          事業）補助金交付申請書 

 

  年  月  日 

 

 （宛先）川崎市長 

 

申請者住所 

 

氏  名
ふ り が な

 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕   

 

 

 川崎市農業生産振興対策事業（          事業）補助金の交付を受けたいので、

川崎市農業生産振興対策事業要綱第４条の規定に基づき、次のとおり申請します。 

  

 

 

１ 事業の目的及び内容 

 

２ 事業計画 

 （１）事業の実施概要 

 

 （２）事業の実施場所 

 

 （３）事業の期間 

 

３ 交付申請額 

 

４ 収支予算 
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（第１号様式の２） 

 

誓約書兼同意書 

 

 川崎市農業生産振興対策事業に申請するにあたり、川崎市暴力団排除条例（平成 24 年３月

19 日条例第５号）第２条第２号に規定する暴力団員でないことを誓約し、市長が当該確認の

ため神奈川県警察本部長に個人情報（住所、氏名、氏名のふりがな、生年月日及び性別をい

う。）を提供し、同条例第８条に規定する排除措置対象（補助金、利子補給金その他相当の反

対給付を受けない給付金を交付する事業の実施により、暴力団の活動を助長し、又は暴力団の

運営に資することのないよう必要な措置の対象をいう。）の該当を照会することに同意いたし

ます。 

 

       年  月  日 

 

申請者住所                     

 

氏名
ふりがな

                     

〔法人・団体等の場合は、名称、役職及び代表者の氏名〕  

              

性別                       

              生年月日      年  月  日         

 

役員等氏名一覧表（※法人・団体等の場合、以下も記入してください。） 

注）署名又は押印を要しません。誓約書兼同意書の提出をもって本人の意思表示があったものとします。 

 

 

 

役職名 氏名
ふりがな

 生年月日 性別 住所 

  
 

    ．   ． 
 

 

  
 

     ．   ． 
 

 

  
 

     ．   ． 
 

 

  
 

     ．   ． 
 

 

  
 

     ．   ． 
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（第１号様式の３） 

雇 用 計 画 書 

 

（宛先）川崎市長 

 

    年  月  日 

 

 

申請者 

主たる事務所の所在地                    □ 

法人の名称                        □                     

代表者職氏名                       □                    

 

 

事業名：農業施設整備事業（雇用就農促進のための園芸施設等の設置） 

職種 
主な 

業務内容 

人数 

（人） 
雇用期間（※） 勤務時間 

賃金 

時間単価 

 

 

 

   年  月  日から 

   年  月  日まで 

更新 有 ・ 無 

日勤務／（週・月） 

時  分 から 

  時  分 まで 

 

 

 

 

   年  月  日から 

   年  月  日まで 

更新 有 ・ 無 

日勤務／（週・月） 

時  分 から 

  時  分 まで 

 

 

 

 

   年  月  日から 

   年  月  日まで 

更新 有 ・ 無 

日勤務／（週・月） 

時  分 から 

  時  分 まで 

 

合   計  
 

※期間の定めのない雇用契約（定年制）の場合は雇用期間の始期のみ記載 

  



  

- 15 - 

 

（第２号様式） 

 

入札（見積り）が行えないことに係る理由書 

 

  年  月  日 

 

 （宛先）川崎市長 

 

申請者住所 

氏  名
ふ り が な

 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕   

 

 

 川崎市農業生産振興対策事業要綱第４条に定める市内中小企業者による入札又は２者以上の

市内中小企業者からの見積書の徴収により難い理由について、十分な調査を行った結果、下記

理由に該当すると判断いたしました。下記理由に該当しないことが明らかになった場合、交付

された助成金の全部または一部を返還いたします。 

 

１ 要綱第４条に定める市内中小企業者による入札又は２者以上の市内中小企業者からの見 

積書の徴収が行えない事業 

 

                                       

   

２ 発注先 

 

                                         

 

３ 提出する見積書の種類及び数量 

 

市内中小企業者による見積書 通 

市内中小企業者以外による見積書 通 

   ※辞退届等を含む。 
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４ 市内中小企業者による入札又は２者以上の市内中小企業者からの見積書の徴収が行えな 

い理由 

 （１）市内中小企業者で取扱いがない 

 

 （２）２者以上の市内中小企業者で取扱いがない 

 

 （３）特殊な技術や経験・知識を特に必要とするもので、市内中小企業

者では目的が達成できない 

 （４）継続的に行っている既存設備のメンテナンスや工事の施工におけ

る保証等で、特定業者でなければアフターサービス等に支障がある 

 （５）工事を発注する場合で、発注する仕様に定める施工中や施工後の

保証内容等を含め、市内中小企業者では対応できないもの 

 （６）上記以外の事由（事由内容を下記に記載） 

 

 ※複数の理由に当てはまる場合は、（１）から（６）の順に最初に当てはまる１つの理 

由を選択してください。 

 

  （６）の理由を選択した場合、その事由内容 

 

※市内中小企業者の定義：中小企業基本法（昭和 38 年法律第 154 号）第２条第１項各号

のいずれかに該当し、市内に主たる事務所又は事業所を有する者（原則として川崎市内に

登記簿上の本店がある企業）。ただし、個人事業主については住所が川崎市内にある者 
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（第３号様式） 

誓約書 

 

私は、次の案件の入札に参加または見積書の提出を行うにあたり、当社が川崎市内に主た

る事務所又は事業所を有する中小企業基本法（昭和 38 年法律第 154 号）第２条第１項各号

のいずれかに該当する中小企業者であることを誓約します。 

 

 案件名                                    

※本誓約書に虚偽の記載があった場合には、上記案件に係る入札・見積り等の契約手続 

から除外または契約を解除する場合があります。 

 

【参考】 

○中小企業基本法（昭和３８年法律第１５４号） 

（中小企業者の範囲及び用語の定義）  

第二条 この法律に基づいて講ずる国の施策の対象とする中小企業者は、おおむね次の各号に掲げるものとし、

その範囲は、これらの施策が次条の基本理念の実現を図るため効率的に実施されるように施策ごとに定めるもの

とする。 

一 資本金の額又は出資の総額が三億円以下の会社並びに常時使用する従業員の数が三百人以下の会社及び個

人であつて、製造業、建設業、運輸業その他の業種（次号から第四号までに掲げる業種を除く。）に属する事

業を主たる事業として営むもの 

二 資本金の額又は出資の総額が一億円以下の会社並びに常時使用する従業員の数が百人以下の会社及び個人

であつて、卸売業に属する事業を主たる事業として営むもの 

三 資本金の額又は出資の総額が五千万円以下の会社並びに常時使用する従業員の数が百人以下の会社及び個

人であつて、サービス業に属する事業を主たる事業として営むもの 

四 資本金の額又は出資の総額が五千万円以下の会社並びに常時使用する従業員の数が五十人以下の会社及び

個人であつて、小売業に属する事業を主たる事業として営むもの 

○川崎市内企業の定義  

川崎市内に主たる事務所又は事業所を有する企業（原則として川崎市内に登記簿上の本店がある企業、個人事 

業主については住所が川崎市内にあるもの）をいう。 

 

年  月  日  

 （宛先）補助事業者名 

 

住   所                       

商号又は名称                      

（ふりがな） 

 代表者職氏名            

資本金の額          円            

職員総数           人            

（※代表者・役員を含む常時雇用されている人数を記入してください。） 
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（第４号様式） 

 

川崎市指令   第   号 

 

住所 

氏名 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕 様 

 

 

川崎市農業生産振興対策事業（          事業）補助金交付決定通知書 

 

     年   月   日 付 け で 申 請 の あ っ た 川 崎 市 農 業 生 産 振 興 対 策 事 業

（          事業）補助金については、川崎市農業生産振興対策事業要綱第５条の

規定に基づき、次の条件を付けて     円を交付します。 

 

  年  月  日 

 

川崎市長        印 

 

 

 

１ 次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消し、既

に交付した補助金の全額又は一部の返還を命ずることがあります。 

(1) 偽り、その他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

(2) 補助金を補助事業以外の他の用途に使用したとき。 

(3) 補助金の交付を受けるまでに川崎市農業生産振興対策事業要綱第２条第 1 項に定める

要件を欠くことになったとき。 

(4) 川崎市農業生産振興対策事業要綱第２条第２項の規定に該当したとき。 

(5) 第４条若しくは第８条の規定に違反したとき。 

(6) 補助金の交付決定の内容、又はこれに付した条件、その他法律等に基づき市長が行っ

た指示、若しくは命令に違反したとき。 

 

２ 補助事業が完了したとき又は補助金の交付決定に係る会計年度が終了したときは、速やか

に関係書類を添えた実績報告書を提出すること。 
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（第５号様式） 

 

川崎市農業生産振興対策事業（          事業）補助金交付変更申請書 

 

  年  月  日  

 （宛先）川崎市長 

 

申請者住所                    

氏  名
ふ り が な

 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕 

        

        

 

 

    年  月  日付け川崎市指令   第   号で通知のあった川崎市農業生産振興

対策事業（          事業）について、次のとおり □変更 □廃止 したいので、

川崎市農業生産振興対策事業要綱第７条の規定により申請いたします。 

 

１ □変更・□廃止の理由 

 

 

２ 変更の内容（廃止の場合は記入不要） 

 

 

 

 

 

 

 

注：該当する□にレを入れること。 

  

事業内容 変更内容 変更前 変更後 備 考 
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（第６号様式） 

 

川崎市指令   第   号 

 

住所 

氏名 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕 様 

 

 

川崎市農業生産振興対策事業（          事業）補助金変更交付決定通知書 

 

     年   月   日 付 け で 申 請 の あ っ た 川 崎 市 農 業 生 産 振 興 対 策 事 業

（          事業）補助金の交付変更申請について、川崎市農業生産振興対策事業

要綱第７条第２項の規定に基づき、次のとおり承認します。 

 

  年  月  日 

 

川崎市長        印 

 

１ 変更の内容 

２ 対象事業費 

３ 補助決定額 

４ 次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消し、既

に交付した補助金の全額又は一部の返還を命ずることがあります。 

(1) 偽り、その他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

(2) 補助金を補助事業以外の他の用途に使用したとき。 

(3) 補助金の交付を受けるまでに川崎市農業生産振興対策事業要綱第２条第1項に定める要

件を欠くことになったとき。 

(4）川崎市農業生産振興対策事業要綱第２条第２項の規定に該当したとき。 

(5) 第４条若しくは第８条の規定に違反したとき。 

(6）補助金の交付決定の内容、又はこれに付した条件、その他法律等に基づき市長が行った

指示、若しくは命令に違反したとき。 

５ 補助事業が完了したとき又は補助金の交付決定に係る会計年度が終了したときは、速やか

に関係書類を添えた実績報告書を提出すること。 
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（第６号様式の２） 

川崎市農業生産振興対策事業 

完 成 届 

 

  年  月  日 

 

 （宛先）川崎市長 

 

申請者住所 

氏  名
ふ り が な

 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕   

 

 

     年  月  日付け川崎市指令   第   号で通知のあった川崎市農業生産振

興対策事業（             事業）により取得した補助対象物件が完成し（納品

され）引き渡されたのでお届けします。 

 

１ 契約日      年  月  日 

 

２ 契約者 

所在地 

 

商号又は名称 

 

代表者職氏名 

 

３ 契約の効力が生じた日    年  月  日 

 

４ 完成日（納品日）     年  月  日 

 

５ 検査日      年  月  日 

 

６ 引き渡し日      年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）不要な字句は   で消除すること 
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（第７号様式） 

 

川崎市農業生産振興対策事業（          事業）実績報告書 

 

  年  月  日 

 

 （宛先）川崎市長 

 

申請者住所 

氏  名
ふ り が な

 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕   

 

 

     年  月  日付け川崎市指令   第   号で通知のあった川崎市農業生産振

興対策事業（          事業）が完了しましたので、川崎市農業生産振興対策事業

要綱第８条の規定に基づき、次のとおり報告します。 

 

 

 

１ 事業成績 

 （１）事業の実施概要 

 

 （２）事業の実施場所 

 

 （３）事業の期間 

 

２ 収支精算 
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（第８号様式） 

 

川崎市農業生産振興対策事業発注実績報告書 

 

  年  月  日 

 

 （宛先）川崎市長 

 

申請者住所 

氏  名
ふ り が な

 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕   

 

 

      年  月  日付け川崎市指令   第  号で通知のあった川崎市農業生産振

興対策事業（          事業）について、要綱第８条の規定に基づき、次のとおり

報告します。 

 

１ 発注実績 

（単位：円） 

  
契約日 

契約種別

(工事、委託、物品) 
契約名称 業者名 

市内中小 

の別 
契約金額 

1 
      

2 
      

3 
      

4 
      

5 
      

6 
      

7 
      

8 
      

9 
      

10 
      

     合計  

  ※対象経費のうち、100 万円を超える工事、委託、物品購入等に係る契約のみを記載 

  ※添付書類：上記、契約結果の分かる書類の写し 

※市内中小企業者の定義：中小企業基本法（昭和 38 年法律第 154 号）第２条第１項各

号のいずれかに該当し、市内に主たる事務所又は事業所を有する者（原則として川崎

市内に登記簿上の本店がある企業）。ただし、個人事業主については住所が川崎市内

にある者 

  



  

- 24 - 

 

（第９号様式） 

 

  川   第   号 

  年  月  日 

 住所 

氏名 〔団体の場合は、名称及び代表者の氏名〕 様 

 

 

川崎市長        印 

 

 

川崎市農業生産振興対策事業（              事業）補助金の確定

について（通知） 

 

     年   月   日付けで実績報告のあった川崎市農業生産振興対策事業

（          事業）補助金について、川崎市農業生産振興対策事業要綱第９条の規

定に基づき、次のとおり確定したので通知します。 

  

 

 

１ 交付決定年月日 

 

２ 交付決定通知番号 

 

３ 交付決定額 

 

４ 確定額 

 


